
Ⅰ　経済発展を規定する因子
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ラテン・アメリカにbける資本蓄積の現状と問題点

ぉ大 原
U

美 範

I 経済発践を規定する閃子
いする心とはできなし、のである。ブラジルにおい

ては1り57～6li！二問に年平均30＇；／，をこえる物ね ii二昇

一般に経済発援を規定する悶イ局としては，人r:1, がみられ， そのもとに実質で年率7%もの経済成

技術，資問，政治・社会環境， '('.t本（／）若干責などぷ よどを達成したりわが国におU、てこの上うなイ〆ブ

特えられるが，そのう%でも資本び）蓄積はその連 レが続いたならば，経済は破局的段階に追いこま

''tと大きさが一企｜ιi民経；／［（＇）成長 i支を決定 J－る，：； JJ ) Lるてあろう、 これがヅラジルにおいて可能であ

めて重要な因子である。 もんろん、資本蓄積の問 ，｝／このは、 一つには多額の外資が流入していたか

組（ま，資源， 人Ii，技術，←一般文化；j(ijl：など！｝）北 .－，である インフレ下にもカ‘かわら寸多額の外資

｜溜子と栴接に結びつし、ており，闘によリ‘なかん が流入したのは， これら外資が短期間に利潤をあ

すく先進国であ温か後jJHt4で（いψかに上 ＇）, 、二れ l人 亡の利潤を本国iこ送金すおこと 4己主たる LI的

1・，因子l/1ネl；合（／ Ii土方は大きな十Ii;立をみぜていろ i とするたのではなく， 長期の展望にたノて資本を

したがってこれら諸国チの相互関係， 結合の仕方－ 投下し， 時には企業移住という考えすらあったた

を明らカ Aにす之ことは イ司の資本蓄和状｛冗をiりj,:, めで〔ふる。ア」リカ、ハウィ 1）ース 1・1効率会社

かにするうえに欠くことのできなL、問閣である。 W illys Motors Inむの1961年の売上げは，自動車

ラテ＞ . T _! IJカ諸凶につし、亡みて七位 I）、 ご G万4691台， l iなら；l(j:j)jドルにのぼ y たが，ブラ

の経済発展は，豊富な資源，原住民と移民とから ジルの子会社 WillysOverland do Brasilは約4

1よる特異h社会‘外資山漏入， 11/i民地時代の大k )j2000介、 9:.;00万iごIC，アノし tiンチ〉山子会辻

地所有を基軸とする生産方式などの医l子の結合の Industriaメ KaiserArgentina S. A目は約4万20似）

仕方に上フて， それそjt異な yにこ様相をj乏し C，，・ 1,, 1 f主E刻00lj ／ノレ山’Ai上げをz記録L, ウィリー

るc これ九諸因子のう t，でも，資源の時富な±と ス自動車会祉の主力はむしろ南米に移ったかのご

は， ラテン.）＇メリカにおける資本蓄積を容易に とくである（／j2）。このJ；うに長期的民望のもとに

い その経済発岐にきわめて{f利な条件とな ＇－c 外資が流入しでL、るとレうこ止は， ヅヲジル！｝）縫

いる。資源に乏しく，工業原料を輪入にまたなけ 済発践の将来性に期待をかけたものにほかなら

hiまなん九：い固においては， 総入原料がきわ／！＿，て ず， 戸ー大な資源の存在は直接あるL、ft間接十二 fン

，~i佃iなものとなる。また原材料の輸入能力を確保 フレ、下の経済成長にきわめて大きな役割を果たし

するため‘常lこ輸出を A定額以tに保た伝ければ ぐいるといえよう。

ならない。このためには為替相場の安定が第1と 資源の面でラテン・アメリカは非常に恵まれて

さ九， 11cW1経治ω発展〈勺どめl二物価化交定を犠牲 いるにもかかわ 1・，ず， その資本蓄積；よー殺iこ貧弱
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Ⅱ　第２次大戦後の資本蓄積

1964040040.TIF

L ／こにすぎなか－ ＇／：このであ v ー；‘ 1940年次L、i_である

植民地時代以来の国土の搾取によ－c;て， 1944年にラテン・アメリカの輸出超過額はほぼ35

億ドルにのぼった Crl3）。その結果，

ある鋭；

ラテン・アメ

！！万諸国の金 Ji／し準備は193~l5jci~J) 8信2800一万ド

ιに対し， 191,Ht＂二末には 33億品川町ドルiこ達［／工

広大な土地が消耗するにまか

t'止機的｛頃！匂がり立：！：' JたたJ止：i.,:i長においぐ

床は掘り尽くされ，

され，

こv',1出主主山経済め資本、I）蓄防法なおさ i)eこ5れ，

不動産の投機民間に形成された流動資産は土地，これは第発展を著しく後進的な段階にとどめた。

戦時中ゎイ Lフレーシ＇ 乙Fど的購入に向け i:"，れ，民衆の生活水準が低いことと並／..で投機心uこ，
これらの蓄積資企にひ3おこす原l1iともなった。が強く、；／）＇つ享楽的な[Ij}(tt:の結果，

植民地時代以来の大土地所有

it！＇’苦心；欲が

ア

チリーなどの諸国は大規

ブラジル，加えて戦後は多額の外資が流入し，

メキシコ，ノレゼンチン，土地

低調なためCある。

ffiljがなお強く宇長をはっている国においては，

の生産力とム俳価な労働｝jl二三七住して良JJ,；経伝の近 I d内投資の総生産に1li校な経済開発全実施した。

後は 17%にのぼり，活発な投資によって特に鉱工

業生産の急増をみた。鉱工業生産は 1948～60年間

にい唱し，国民総生産も194；＇）年以 103龍ド、／レ｛目的（）

'.Y{!i/i：伐による）から lリ56年Iこ！tふH億ドルと印%の

増加をみた。

ポkョTこ、U)!; ', i＼弘1'11112%くらし、でんめる比率は，￥らあがど｝千iJil','lf.t地主代化が迭の

の都市でのぜいたくな生活や外国旅行の費用にあ

jもないυ

また金融資本蓄積には役立てられなL、。てられ，

国内貯苔立余円生産

このそわ結果，事業ヘアノ役立を困難にL

組織が未整（r;;iであることし，

国内での資金調達がむずカ‘し地域の資本形成は，

ECLAの推定に.t

れは1067億ド／し 0%0年価絡ij、；，：，ノと 1945年比出

りもの拡大を記録し，人口 1人当たり約600ドルであ

l'.lら5年の総資本ストックは，L、さおL、工業fじをはじめとiる経済開発

資金につL、了大幅に外山；ニ依存することとたる。

いため，

工業しかし最近ラテン・アメリカ諸国の政府は，

この数字はアジアおよびアフリカの多った（日4）。住民の生活水準を高めるに要する資金化を進め，

先進工業国に比JぇjL(f くの固に比べれば；：＇； jv、が，IIi1J:1で調達を外国日本（こ依存すること主やめて，

ii¥l／をにおいてもラテL ・アメ IJ：りの：民’しくffi;く，することをi¥jl］に考l言、わ：）ようになや／こ l

先進工業国の 1人

け ι・アメワ ・i；ρパL生産と投資

資本蓄積は十分とはいえなL、。

第 1；表

第2次大戦後の資本蓄積

19世紀初Nhラテン・ γメリカ諸国がおU'1：±達成

した後に旬、、てもラテン・ fメりカ詰IJ｝.＇）幸子積資
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1950 , 39.808 
19s1 I 42 )39 
l＇.）ら2 I 43,044 
1リ，，：， I 44 , 635 

1廿：，4 I 47,216 
1955 I 49,989 , 
1956 i 51,:"388 • 
l!:!57(1)] 53, 8附 l

第2次大戦中の第1

次産品輸出＜JJ曽加および楠！日価格の布騰に上る企

業の好lにもい＆幸して民！日jに多額の資公主込苦積さ

本は著しく貧弱であッたが，

第2次大戦;j L，他方政府の外貨準備も著増した。

ラテン・アメリカ諸国の輸出は 1940年の約17由’

ii:) (1）暫’正

ri',f!lr〕 ECl.人 J，；，川wmicS11n•1·y “( Latin .1¥111,・ 
1,ca, 1957 

こオL

に対しfol入江 14億ドルヰペツ18億5000)-JI ,:.. t二増加

38 
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Ⅲ　貨幣資本の形成

1964040041.TIF

当たリ資本式トソク；拡iiヲテン・／メリーijJ）数倍

にのぼる。わが闘の場合民間設備資本は 1955年に

じl日ほド／レ 川崎年i二Kt :'i97億 l！.に達し， 1（開

設備資本および交通資産に｜浪つでも 1955年450億

ドル、 196::,r774億；；＇！＇. となり， i人当fこり民開

設備資本および交通資産ス卜・ソクは 1955年以）4Iご

ル、 19！氾年817ドルにのぼるC/L5)

二｝テン・〆メリカt(ll,JJつ投資：tl ()56年仁川憶i、

／レ (1950~ ／1出l絡による〉にのぼったが、そのがJ :10りも

i土財政資金；こにる投誌でふった’川。ラに・ア

メリカの国内総投資は‘ ラテン・ γdlj力産品に

rt-1 ~ 1毎夕トド ,·;n要到~IおJ /;' 1：：，著し〉たきな影轡を受

け心。すf(,1,：），ラ 7ソ・アメ i／りで必要とぎれ

る資本財の輸入能力に対する効果を通じて資本形

I iY: i二変化を1:_－，→るのでんや。 ラチ〆・ア d ') !J (}) 

投資は総生産に対して約17'Yc，を山めるが，総投資

it t見1子資産を維持するための償tllJょをも日ゾてお

り，十分内偵去llが行なわれるなハi土，少なくとも

それが総投資の4分の 1全占めるであろう OE7 l。

伐 U の大tfi；分は人口ハJfl)JU に対／，~＇. Iて， j受払（.住

宅，教育，衛生施設を供し，雇用の機会を与える

ために必要とされる。 したが，；！人当に IJ生産

を増加し，住民の生活水準を引き上げるためには，

17＇氾程度 （／）役目では不十分であ I）‘ 国内守山資本

形成を強｛己 Iる措置をと中か， ι（’ノ：：〉いはYトIE！がら

の資本導入をさらに促進しなければならない。

、注1) γノン・，・ / r；カ（Liltinl¥meriι‘＇） hいう

主i~は， メキシコ以l剥すなわちアメリカとメキシコと

の国境を流れるグヲンデ｝II(Rio Grande）以闘の南北

ーノ fリカ大丸および）Jリプ海諸t，・＞必称すろ
〈泊ミ2〕 Willys Overland do Brasil S. A., Re!atono 

da Diretoria, exerciιio encerrado em :)O《lejunho 

ιlじ 1962.

John ,Vloody, 1'vloody 's Ind，品Irial i'vlanua! 1962, 
.1v1oo<ly’s Investor's Service Inc., New York, p. !)50. 

日月villys ~fol ors Inc. it 1953 'f. •1 I J 28 日、 Willys-

｛｝、・erl札口dMotors ,;. (• I〕干してそりヌラシんに ＇.3ける'ti

11(:'.i:'J.1:cNし， Willys-Overlanddo Brasil rJ）株火の38%

を所右iら。また1956年に Indu只triasKaiser Argen 

tina S. A の株式の29%を耳1得した。

( il. 3 ) Federal Reserve Bulletin, June, 1945. 

na，，／，胃 .fr1rInternational Settlement, 15th Report, 

p. 30. 

I Zl: 4 ) ECLA, Economic Survey of Latin Ame幽

門白人 l円九凡 p.9. 

4注ら） 経済企ドl1i:t編， lfA[Hil:38年j反抗i!'r1' I ;l-} J], 

}<:J9‘460ベ－ .;,oラテン・アメリカの数学とは計翁

），＼；司iょがいなるのでy；士約な比較は耐難であろJ

（、i:t(i、， F.Benham and H. i¥. Holl旬、 .1Short 

lntr，οduction to the Economy of Latin America 

1!-lfiO, London, p. 71. 

u＋ム 7) Ibid., p. 7i I. 

盟貨幣資本の形成

資本の供給源としては一般に外国資本および国

内資本があげられ， 人口過剰な低開発i19 におけ乙

凶内資本の形成には潜在失業の現物資本化という

ことも考えられよう。 ラテン・アメリカにおいて

は征服時代以来常μ外国資本がこの地域の資本蓄

積に特に大きな役割を果たした。民衆は一般に貧

！吋であるので国内民間資本iこ期待をかけることは

できず，他方土地に比べて人口は過少であるので，

遊休労働力の現物資本化を考えることもむずかし

したhーって）汁／・アメリカにふける資本形

成は海外経済の！）1さから直接的あるいは間接的に

符しく彰すV｝されろこととなるつ

1. 外資の流入

低開発地域iこ才八、亡は一般に資本蓄用山不足が

共通の現象とされるが， さらに根本iねな問題は，

その資本を創造，管理，調達するために必要な諸

F段を講ずることができなL、点にある。 したが J ! 

て低開発地域の発展過程において外国資本は二つ

ο異な，fニ役割を栄／こさなければな乞なし、。すぷ

39 



1964040042.TIF

わち， 第 1の局面に；Ln、ては，外住l資本は資本そ

し＇）も（／）と LJではな：， [1~内で特に不足している

；＇.＇，る Hrの古Eノ＇Jべコ技術を髄f'V－す乙ものとして要求さ

/lる｝ 持L{Ii防Ji;自国Lは， 先進国ヨゎ.g.；合はとんど

当然とされみ過程すれ、わち投資機会を感J;iIしJ克実

に投資を行たうとし、う企染者能力ならびに技術企

):._ ¥ ＇正いるのであっ工、 この穏の能力や技術を資

+~zp ：：，切 l)／推す4とit困Jtjfcであ，＜， 0 L IJ ,D ft .]'lj潤
Lワーti；を-iri:投資にf,i] f iよ！とする考え方が必目で

めり． このよ円弘慣行のヘ～L、社会では自律的紅i斉

発展を進めるこ h自体不可能で、ある I

ラテン・アメリカにおいては植民地時代以来，

外国からの投融資が説本調達の最も有効な手段で

ふりて》 l' ラテン・ア ／ 1）りにけする外国資本進出

の歴史tまその上とラ rン・ア J 1）カ経済Jr:展c'l歴

！史とLtっく上し、，lどヤあら i つロンデスの新大陸

発見以後， スペイン、 ポルトガルによる征服，

民の過程を通じて本国からもたらされた資本が問

発の主役を演じた。 一二のrl寺代に流入した説本は貨

昨とLての山本ては，'i:く， 当時J）動大陸：－：.は1（｛：五

しなかった機械 1工ら l二に技術知識と Lてし＇）資本で

／，，つだ J 独立？をになミと外債内発行によろ貨幣資

本の流入が増加するが‘ それでも民間直接投資と

いう形をとる資本流入が大部分を占め，

)J，技術を伴な dJて叫入した。

企業者能

第2の日山て心外ld資本法貨幣資本として要求

さjl,.;j、 二のt'tl遣に達し／，二社会σit、企業者能力

を保千｛すわ人はL、る；，＇1¥ ぞれれの能力を完全に働

かせるに足る貯蓄がない。 また貯蓄は行なわれて

もこれが賞金属の退蔵，教会への寄付などに向け

うれ C実f」汀本山形成とはらなv、。 しfこかっ正こ

c'）段附でl：、 タト凶資本は開発融資のn~でH し {J,j

「，il〆J γfレl；＇ンチ〆， て戸ラジノレ， バニ干シコ，＇.. ど

に対しては近年三の種の融資が増加しており，~

40 

幣資本として外資が流入するとし、う段階に移行し

てk、る。

：お2次大戦後ラテン・アメリカへの外資流入は

執しくぶ・発化したc

プ 4リりへの投資金，

アメりかの＇k業家はラrン・

戦前以上に安全と芯え， t-

制の資本をとの地域に投下したり その他の1:1si特に

ド‘イツからもアルゼンチン， ブラジルに多額の資

本が流入した。 ヅテン・アメリカへの直接投資に

ず ＇＂＇て f口頼Lうどj数字i上存在しないか， 主主え目（ふ

みごも‘ 簿f1lliで194611二の60位rJc,かf，、 l'.158年i二
l上l~｛（）jち l~－ IL-に増加し！ことみらむら ursノ。 1:m憶ド

ルのうち70%弱はアメリカ資本であろr

［直接投資のほかに戦後民間融資（恒則もf｛！，＇しう山

億ドルが供与され， うち 10億ドルは償還された。

政府資企お£び！El際金融機IY.,Jからの高出資は戦後，JS

1,0 i:-ル（このi王り， うt;(i f語、ドルf,'Uまp，；，；，」J・でふるυ

~lfi｛！古ド ：， （ますでに償還されたので，純ifit入加は 1:-i

億ドルとみられるρ したがって戦後ラテン・アメ

リカに流入した資金は直接投資をも含めて 90億ド

!L-くとこえると思Lわれる！日自）。 ラァン・アメリカ諸

1ιJ, ，（／）融資の大さな部分は 17シント：輸出入銀行

かれであり、 ラ f〔ン •f メ 1）カ諸国が将来も確実

に期待しうる資金はアバリカ政府資;'i＞；：特仁 IYシL

トン輸出入銀行および世界銀行の資金である。

長；2次大戦中， アルゼンチン， ブラジノレなどい

くつかの国以多額の外貨を蓄積した。 これら諸国

I t者；積外貨を沼し、て電力の開発， 運輸網の整備、

rtn伐， 1：地ht蝕l!Ji1L対策などを実施したが， 同11寺

に外国資本の排除をはかり， イギリスその他ヨー

ロッパ諸国に対する債務を返済したり， 外資に支

配された鉄道なとの企業を買収した。 1946～50年

間に西ム欧諸UJにもjする政府民務の償還はら億2600

万ドルにのぼり，ラテニ・ア Jリ力諸国政庁、jによる

西欧資産の買収は13位：)200万ド・＇＂に速した（主 10）心
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額で1938年の 7億5400万ポンドから 1951年には 2

億4500万ポンド， 1955年には 2億ポンドに低下し

第 lの投資国であったイギリスの投資は，
内
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fこUUlJo 

このように大規模な外国投資の償還が行なわれ

ラテン・アメリカに外国資本は純流入

その半ば以上はアメリカの民閉会社にを続けた。

よるl直接投資であって，アメリカのラテン・アメリ

カに付する総投資額は約90億ドノレと推定される。
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2. 国内資本の形成

国内資本の源泉としては， 民間の法人および個

人の貯蓄， 銀行の信用創造および財政資金が考え

「1れ心が， 資本蓄積の基本的形態花氏問。）自発的

［「i＇蓄ごあ－ ＇て， 二ttがなくてい－［T]fx'.;経済の健全

l.：発lj;lを望むことはできなL、。
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( 1) 貯蓄資金の形成

ラテン・アメリカにおいては階層間の所得較差

がたきく，住民の大部分の生活水準は著しく低い0

4：ぇ一般にE；主楽的であく、ので， 貯蓄；昔、欲は低調で

ふ IJ, 民衆ぴ〉自発的ぷ菩it小企ぜょうである。 L

かし［JJによ.＇て事情い異なり，貯蓄の実品、を明ん

かにすることはむずかしいι 小数の大資産’＊に円

いてみれば，貯蓄して当該闘の資本蓄積に寄与す

るよりは日々の泊費生活を盛かにし， あるヤは泌

タト流行／J.どの戸こめlこ浪費していると， L.；ましば

し、わi,,:, mトI)0 LかL、富と所得が極端な集中を

みせているので， 上流の一院りのグ！l.-- －；＇による

貯蓄はきわめて大きい川15）という見方もある。竺

のように種々の推測があるが， ブラジルのように

仁〆ブしが激しく， 貨幣価値が継続的に低落しーに

し、る屈におL、て，貯蓄意欲が著Lく減退Lてb、る

ことは事実であるり Lがもラテン・アメ I} ）］の資

産家には以前かムその資産を海外におくと I，、う刊

慣がある。これは政情不安， 貨幣価値の不安定に

対して自己の財産を保全しまうという動機からで

たもの Cあと〉が， イLプレーシゴンがこの仮ir白］を

ヤコそう｛足濯したことはいうまでもなし、。その結

果ITJ内への投資i二向けむれるべき資金が海外に流

出し， ラテン・アメリカの資本蓄積をいりそう困

難にしている。 したがってラテン・アメリカにお

し、て民間の自発的貯蓄の多くは法人の社内留保利

許可ヴあって，個人によ 7 て行なわれる貯蓄はこく

少なL 、吐16•0 イふブ L ーションが激しい自におい

ては， 桂内留保干I］潤i土原料，不動産などの形で保

有される。

法人の社内留保利潤の多少は企業の利潤率の高

拡によって焼定されるが， ラテン・アメリカにお

ヤζ利潤率は比較的高く， これが企業による貯蓄

を無視 L えなヤものとして~＇るG 第 6 表t土プラジ
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価格をあげえなかったの

上げを増加したが，

生産コストに比例して，

純利益率は減少傾向を示した。それでもそので，

わが国の製

造工業の総資本利益率杭 19il6年に約 12%, 1954 

年には約5%であった<L¥:17)のに比べてもなお高率

．利益率は先進工業国に比べれば高く，

(ii:) （川金融機関への貯答。
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rica, 1957, p. 135. 

94 言f・94 
このような商い投資利潤が，

ラテン・アメリ

政府貯蓄とあ

であるといえよう。

個人貯蓄の不振にもかかわらず，

カの自発的民間貯蓄をつくりだし，

先進国にも匹敵しうる貯蓄率を示して

L、る。

アピンケ・ミッション（AbbinkM出ion）の報告

いまって，

(ii'l9）。ヴァルガス経済研究所の統計によれば， 1958

イ

メ

年以降国内総生産の10%以上が貯蓄され（It制，

ンプレーション下の貯蓄としては高率である。

ブラジルの貯蓄を，国民所得の10%あ

スピーグ／レ

によ＇＼，ば，

るいはそれ以上であると推測し｛注18),

ブラジルの 1944年の投資は，個人への支払い

国民所得の大きな部分が毎年

貯蓄されているといわれ(11:21)，投資率も高い。

以上のようにラテン・アメリカのある国におい
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貯蓄資金を吸収する上lこ決定的役
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な手段をとる必要があり，

国民の協力が要求される。



1964040046.TIF

ンソレによる資本形成に訴えることになるのはやrjJ 'i！弘文tiによ；σI I ~J民（士重 L 、事lv川氏J裂を／乎まず，

わが嗣の明治以降の発展期むa:えないであろう。ベネズェ〆：】徴同額l土国民所得C)10%ff:Jl,rトである。

資本形成にしめる政府資金の比重がiこJsi.,、ーζも，ヂIJー：i土外国系大会社ん＆らの徴悦額が多い

徴税および銀行信用の創出によって自発的i高〈，ベ手ズτラご税負fili土比較的i奇＂￥：でふり，！） で‘

ーの穣の操作によしかし，貯茶約千三九：を対j'JたυFリーで内LI＇）もとな〆て Lる＇＇ 22¥ lYfil ずJHi＇＇。，

円て政府が無限に実質的資金の供給をとうけうるわフラン ζ商｜、イり 32.G%‘:t.＇..（＿：「キ！ス：： 2.l ''{,, 

流通通貨および信用の額けひいえLL、。すな：hら，l:l ,fζ アメリカ 27.(,%,fクリつゴ6.7；も
，
 
。
一一〉
V

E

屯｝
 
i
 

それによっC自動的に資卒；財がつはWIカIfし＼む，》たωにi七"2.＂＇＇。 （［経iキ白1；』11；仔ll出年版）ーとあ

第 iに fン7 レ的銀行信く「Jれるものではない。ラヰン・ア dリリ諸自の組税負担オ＇ f土ぺ；／liよ，

府内岩I]／］；が経済成長さとも1こらすには白発的貯蓄が

インフレ的通貨の増

岐にflh、三し、えよう。

かつてつテ1 ・・y Jリ・／1渚出i政府；ま， ffなうことぷ1~11J欠であり，臼ハ紙？！？

生産効果を上［1i［る物価騰貴発にと竺まるたらif. を印刷し、前j長官金主：創造するとトう下段企用い

iこにゥに経済ぴjl制収的現象を生ずる’I只れがある。こ it は堕：質h{>7 しをひき－~3こ！のできわfこo

現在の！ぢ役β・らiJIき揚げうる熟練

ラテン・ア遊休抱設の布在が必要である。

また余剰資源，

労｛到J,

こめため諸国政府は飢行を

設け，国債を銀行に引き受けさせ，その代わ『Jfこ銀

行券を受け取るとL、う）j法をとるようになョ〉た

めて評判が悪かん／こ。

メIJjJにむいて余剰資/ij；｛とみな Lうる地ド埋l依資

政府のインブレ的資源が豊宮に存在一｝一ることは，その国債が民

銀行若手の増

しかし政府が無限に国債を発行し，

聞によって引き受けられるこどなく‘ 金創出によど〉経済開発を支持する有力な要因むあ

ヅラジルにおL、て年間平均：10%もの物価騰貴り，インブレをひきおこすことに

ラテン・アメリカの中央銀行貸

発に終わるならば，

は変わりがなL、。 年本7%の経済成長を達成するを生じながらも、

ことを可能にした。政府に対する貸付が著しく多く，商Illをみると，

チリーではインフレボリビア，し方、しベノレー，業銀行に対して行なう貸付および割引は比較的少

いて， 1940～46年間に生計費は 150%上昇したの

に対して総生産は 14.6%の拡大にとどまった。

1947～52年聞には，生計費は220%と年率37%の

上井をみせたのに対し，総生産は 1947～49年間に

年半4＇%の増加， 1950～52年間は年率5%の増加

である（注2:no 1953～57年間に生計費は6倍と急速

チリーにおによって経済成長はむしろ阻まれた。この種の中央銀行による対政府貸付は制である。

銀政府の財政赤字を補填するためのものであり，

nの過度の国債－引き受けと同様インフレの主要な
しかし 4のような手段で創造された)Jj{因となる。

強制的に購資金ポ投資に振り向けられるならば，

n力主一投民-¥:ftl7l予から特定業種に移転すること
', ';jJゆる強伽貯蓄；こ上る資本形成が進め

ブ； :; ｝し の紅済開発とそれに作な：）イン

ιな i)'

ーにおいては 1950～57年間に国民総生産は年率

5.1%の成長を達成したが， 1957～59年間には3.1

%の減少であった。 1957～59年聞は fンブレ傾向

を／／；し，生;if・費i土年率10%の上打4をみせたのであ

総生産は幾分減少している。ベノレな上昇を示し，t'' ;/1,ζ、。

ノレーシ Iン；t.JH11支局1字による資本形成の典型的

／｛伊u（るある。

ラ「〉・ア Jリヵ諸i司が急速な経済波長主プとけ、
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外資導入をi土h‘ると同時に f上うとするな，・，1工、



って Cil:24），この程度のインフレによ，Jてもベルー

経済は停滞した。ボリビアでは 1953～57年間に生

計費は25倍に騰貴したのに対し，国内総生産は7.8

%の拡大をみたにすぎない（円お）。

ボリビアには豊富な地下資源があるにもかかわ

らず，経済成長をとげることができないのは、 ー

にその開発を阻害する要因があまりにも大きいか

らであり、 このような国の開発には社会的条件の

整備が何よりも必要とされる。ペルーの場介にも

同様のことがいえるのであ〆Jて， 開発資金を投下

したからといってすぐには資源が生産に寄与する

上うにはttらなL、。

チリーの場台，社会的間接資本は比較的整備さ

れているので， インフレ下にもある程度の成長a

達成された。しかし物価騰貴率が年間50%をこえ

ると生産の拡大は抑えられるようであり， アメリ

カがチリーに派遣した経営調査聞もこの点を指摘

している。チリーのインフレはー 工業の発展に伴

なL、T業労働者の所得が増加し，農産物需要を刑

したにもかかわらず， 農業生産が同一歩調で拡張

されなかったところに原因があり， 大士地所有制

下の農業が経済発展を阻害する結果となっていζ》

m2＂〕。これ九諸国におし、ては， インフレ政策によ

る資本形成は，満足できる結果をもたらすことな

し資本財が新たに生産されるとか，あるいは卜

第8表ヂ｝）ーの国内総生産と物価

再内総 tic:.F ノI=. ,J 校
( 1950年価栴） ( 1958年＝削〕
¥100万ペノ／

1 9 5 :1 185,251 ( 5.9) I '.l 

L 9 5 1 179,0SI 

1 9 5 G 184,147 

1 9 5ら 179,:-l4!i

l 9 5 7 180,08:1 

(-:1.4) 

( 2.8) 

(-2.6) 

( 0.4) 

(i:t〕 カソコ内l土王手間情11日率〔%）＂

2 :l 

-1 0 

(i :i 

7 9 

（出所〕 U目N.,Rconmnic Su, 1•e,v of' l,atin A川F

γica, 1957, p. 20fi 

分 J;~量の資一本財を利用できるような状態にはなら

なかったし， 消費財生産の増加も投入された資金

量に比べて大きいとはいえず， むしろ急速な物価

騰貴を生ずるにとどまった。 したがって社会の後

進性がはなはだしい国においては， インフレ資金

の供給によって経済開発を進めようとする場合に

も， 前記諸条件に加えて，社会的後進性の除去が

きわめて重要な課題となる。

このほかラテン・アメリカにおいて戦後広く用

い九れた資本形成の手段に複数為替相場制度があ

る。ラテン・アメリカ諸国は， しばしば輸入を制

限し，輸出を促進するために輸入と輸出に異なっ

た為替レートを適用するとし寸為替政策を採用し

たが，ある場合には政府が為替差額を取得し， 財

政投資の財源、を確保するために複数為替相場制度

を採用した。チリーでは外資系鋼会社が財政収入

の大きな部分を負担した。この場合， 法人脱はベ

ソで算出されたが支払し、はドルで行なわれ， ペゾ

高の公定レートが適用された。 1953年にぺソ切り

下げが行なわれた後のレートは 1ドル当たり 110

ペソであ／〉たが，輸入に適用されるレートは 300

ペソ以上であった。 また銅会社がチリーでの賃余

支払い， その他の支出のために外貨を売ってペソ

を調達する場合にも， ペソ高のレートが適用され

たうチリ一政府は財政収入の約25%をこの種の為

替差益により取得した（／1'27）。

70ラジルにおいてはきわめて複雑な複数為替相

場制度が用いられ， ぜいたく品の輸入をおさえる

一方，資本財輸入を優遇した。 コーヒー輸出に適

用されるレートはクルゼイロ高におさえ，輸入に

適用されるレートより低くしてその差額を政府が

取得した。 1953年10月から実施された為替競買制

度（いわ 1・，るアジ寸 五日io制度）は複数為替相場制

度の合理的運用をはか／》たものである。輸出は原、

4ラ
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HI]として公定相場（ lドYレ＝18岨日行ヴ’L-1?"" r ,, ）によ

け行なわれるが，，1術／11,促進のため商品iこより異な

ったボーナスが払われる。 したがって輸出業者の

愉ti-＼実効利時は， 公定十日場に三円ボー｝ス／；了加え

たものになるの戦後ブラジル政府は最大の輸出商

,¥'I，であるコーヒ一仁支治されるボーナ宍キノかなく

L、国際iliJJ｝；で競争できない輸出商品ktillll/Jを与

えることを目的に複数為替相場制度を運用したの

乙 コー lて一生産自it 1~手ljな立J:\}1こおカ！れ ！~。他

方， 輸入は為替競資制度によるものと為替原官Iiiに

仁ふもの土に分け 1，恥心。後行はブラtんけ経済

l品・］Jtに重＇H；な輸入l守1：，二適用され，公定相場（ 1ド

jレ出18,82ケJレゼイ口〉に加重平均輸出ボーナスを加

え lヒレートウある。 九i手車立買：l;iJI主は，手，fi': c')カテ

ゴリーの輸入商品に対してそれぞれ異なった外貨

ノをi設け、 外貨鴨ん／）権利全校買す乙という制

度である。重要輸入1¥hには多額の外貨が割り当て

~' れるので青空買価格は侭くなりー ぜい t~ く引には

ノli';ij'（の外白lわ対り；llてられプ仁＼ ＇（！）で十 I月＼：・主主翼

自Iii格は高くなり，実効為替相場はケルゼイ口安と

んι。輸人為替レ ＼と輸出九存レート＇： ，＿，，開き

は、 その開きの幅だけ関税を課したのと同じ効果

を土ち， 中川人をお3犬、国内庁主をf呆詑l己こと

i二心るc

為替原価による輸入の対象は資本財および工業

I日（判であー｝ご、 工会jfii、ハ資本書付を｛!EJ写iた。他

方， 緊要でない商品の輸入には不利なレートが適

)fl＿＼れた c/I :: ' ニロイ長♂｝商品（i）輸入を才）三えると

同時に， [1clif1における代替産業の発達を促した。

また輸入レートと輸出レートの差額は政府収入と

よI), }9日午に， r'：イから；le---J-スをiJ，を［：た額

i土100佑：クノレゼイ口と同年の貯蓄総額の 11%をii
J、 1-
,,, J」 O

(3) 金融制度の役割
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金融制度は民間の自発的貯蓄資金そ吸収しで三

れを生産事業に貸し付け，投資し，資本の蓄積に

主要な役割を演ずる。 ラテン・アメリカにおいて

は， 商業t良行の発達はみられたが，投資銀行機能

を欠き、 資本市場も整備されていない。このため

不足資企は，前述のように信用創出による政府資

本の形［1えによって捕われてし、fこ。その結果激Lい

インプレーションをひきおこし，金融制度のあり

方自｛宇治ぽ題とされた。

ラテン・アメリカにおいて金融機関から供給さ

れる資金ぷ，経済界の必要とする総資会に占める

比率は， 欧米諸国あるいはわが国に比べて著しく

低し、 C/l28）、その盟由は，根本的には所特水準が！氏

く， iや？とに貯蓄余力がなし、二 lつにあるが、 他方、

保有資金を金融機関に預けるという慣習と意志の

問題Cん／＇.， o ラテン・ア」リカにl土台金属退段、ノ）

傾向はみられないが，土地，建物などに投資する

慣習があり， イLプレはごとの傾向をい－）そう微L

くしご企融機関／＇ （／）預金を妨（；てい；：，0 これ仁加

えて金融機関自体の不備と信用の簿いことがあげ

られる 1 比較的金融ffi!J度が発注してレるヅラ三 1[,

においても，信用の厚い大銀行は少なく，多くの

銀行it小境模で， しばしば1校時するのであっに

金融制度内不備， 欠陥が貯蓄資金の吸収を困難に

している。金融機関設立の特異な事情もこの地域

の資本苦荷に無悦しえなし、影響を及ぼLていノ人

ラテン・アメリカ諸国の独立後最初に設けられた

銀行it外IE!貿易余融をロ的どする外ltl鋭行であ J

た。この種の銀行はその業務の性質上，他の経済

活動には問心を示きず， その後設立ぎれた銀行も

多くい二 ，｝）種の外同為替銀行をモデルにした両業

銀行であったので，外国貿易部門のみはラテン・

アメ lj ケにおいご最もゆき土乞いたくト融サーヒ 4

を受けることができた。 しかしラテン・アメリカ
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Ⅳ　実物資本の形成

1964040050.TIF

tcrnation.il Finnnc目ialStati叶ics.

(iJ' 91 U. N. For,,igノZ I'ri·,•ate Imγ＜tments in 
the I.a/in il111erica11 Fu・,・ Tra(fr Areι1961, p. 9. 

（’注10) R. F. Mikesell, Foreign In胤 stmentsi 11 

l,atin . ¥ merfrc1、nミ1.<l，川1gton,Pan American lTnion, 
195.5, Pi' 5～h. 

（問111 U. N岨，Forei[(nCaf>ita! in l.atin /1111円・i,・a,

New Ynrk, 1山口、 p.] l 

Bank of England, Annual Rrj>orι1950～S7. 

I ft l空， U. S. Department oi t、ommcrce,S111· ,•,·.)’ 
of C'1川 ・01tB11川1rss,Sep. 19：.ド町ド.18 

( n,rn, lT. N .. Foreign Prh,ate lm•rst/11('!1fS in 
th（＇［， ι1tl/l Am＜＇ドicaFr,・e Traィ！，・ . ¥rrn, 1•11;], p. ],t 

( it:14) All国rtoBaitγa C., C，γci川 il'nloEcon白，zicd
de ,•1111frira l,atina, Santiago, Chile, 1960, p司 179

（件1:i Sim川1G. ITanson, "Economic Develop-

lnent in Latin AmericaヘInt円、；＼merican Aグairs
I'rrss. ＼＼’ashin日ton,19,il、p.1州

nnr; F. R巴nhamanrl II. A白 Holley司 ihh人p.71. 
f作171 l ド 111 伊知郎紙、『l青木新積の研守~，. 1%れ

'.'0・之-

Cit: I白1 Simon （】 H白n丹on，“Economic、Develop-
me，】tin Latin :¥meri仁t 唱 lnf<'r-!lmeri，山 E Affairs 
I'rf'ss, Washington時 19Sl,p. 189. Ahhinl Mission 

R,,j>ort, p. 134. 

「71:lリ Henr'.・ Willinm Spie江ペ T/11・ Rra,-i!:,111 
Rrnnomy, Philadelphia, 1949, p. 40 

Ot'.'11, Tnstcturo Bm,ileiro d，邑 Econnmia,Fund-

ut;iio ( ;,,111/ io ¥ 'a rp;as. Iiσckgro11nd In.frげ川ationon 

Inflation in Rrasil. Rio rle Janeiro‘191i2 

(;]'=:_> I Sanford A. ¥fosk，イ了inancin日 Indu叶ri;i] 

Development in Mexico", lnt<'r-.'1川円i；川IIJ;;印刷111ic 

Aーが1irs.June, 1947‘ p. 8. 

「fl''.?'!, F. Benham川1rlH. 1¥ Hollev. ihid .. p. 71. 

Cit:Zll U. N., Rιonomir Sun'<'.¥' of' [,atin llmイ九

rira, 1 !14リ， pp.'.:'71～2＇附

U. N., ErnnomirιSun'<'Y of l,atin A円1rrira,l 9S7, 

pp. 199～2οl 

01''.'1 '• Ban川 CentrれいleRcse門官，klPer{,, I'!an 

入Tariοnalde Dl'sa1γ・o!lo Eco116川町。、， So「ialdd 

I'ent J1ili2-l.91!. 1962, lirna, pp. ::7～3け

0ド：！日l Nacirmes l ’nirlas, l!o!l'tin J，；川 116mi,・odr 

A川内・fraJ,atina, Santingn de Chile, Octuhre ,le 

1962. 

TMF, Int円・nationalFinancial Statisti,・s. Decem 

her 1963、V,/ashington 

(zJ::.?ti Alberto Baltr:t C., Cn’什mirnloE，・仰が川I＜の

どII'Amerira J,atina, 1 %0, 

48 

s日ntingode Chile, pp. 201～202. 
UJ:27) F. Benham and H. A. Holley、ibid.‘pG日．

0目的 ノ五ジノレ，アノレゼンチン， / tシコの金融

機関の貸出を総生産と比較するとつぎのようになる。

, fol, (Al＼総生産（B) ~ （山

、l I I I 府ラジル【 HI{主10佐う比一ゼイロノ I宮路，r, 469 I 1,306 i :,:,.9 
l宮59fJ' 611 ' 1,776 :11.4 

アル也ンチ；， （単位100ルミソ＞i 1960,.r I 1s1.239 I 100,034 I 19.1 
メキシコホ（市位100万ベソ） ' 1961年 i39,736 i 141.000 . 28.2 
I I j; （時！ {,'r IO I億円1 I96Hr Y, 770 17,302 '>6.s 
メ i り川市村100万lJレ） 19古，21ド.309,389 554,900 54.0 

Ot0 ＊貸mf；上tfli1l：方ご投資企，；＇；；＇む。
( H', 1/f) Sup円 intendenciada Moeda e do Credito, 
Re!atdrio do E:rerclcio de 1961. 

Banco do Brasil S. A., Rdat,Jrio 1961-

Danco Central de la Repuhlica Argentina, Role-

tin Estadistico, Octubre de 1962. 

Ru o心孔f己xic《入只.A., !J1jonne s・1n制 rI.961. 

Boards of Governors of the Federal Re同rve

System, Federal Respn•e Ru!lrtin, Washington, 
.T.an. 1964. 

U. S. Department of Commerce, S11n1eyοf 
Current Business, Feh. 1964 

終許：11三荷i1i宅 『終j汗i’iヲ11.H日手n：鴻1f'l阪の

IV 実物資本の形成

以I二に貨幣資本形成に当たっての問題点を考察

Lたが、形成された資金の投資対象をみる去、こ
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今産日的に有効に投資されでいない三去である。

ヲテン・アメリカにおいて投資はしばしば七地
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